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近年、毎年のように大型台風や短時間集中豪雨（ゲリラ豪

雨）等による被害がニュース等で報じられています。 

これらの風水害は、地震と違って、ある程度発生を予測す

ることができますので、事前に対策を講じることで被害を小

さくすることができます。 

 そこで、今回の防災ニュースでは、ご家庭で知っておきた

い風水害対策について特集します。 
     

 

 

 

台風は、気象情報を確認 

することで接近を予測でき 

ます。 

台風の季節になる前に、 

家の中や周囲を確認し、危 

険なところは早めに対策を 

しておきましょう。 
 

 

第７号
みやまえ 

２０１０．３ 

風水害への備えは万全ですか？ 
世界各地で異常気象が頻発する現代において･･･ 

       

～台風とは？～ 
 

熱帯低気圧（主に熱帯の海上で発生する低気圧）が北西太平洋 

上で発達し、そのうち中心付近の最大風速が１７．２m/s 以上に 

なったものを台風と呼んでいます。 

台 風 

「備える。かわさき〈保存版〉」より抜粋 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 集中豪雨とは、狭い地域にだけ比較的短時間に多量に降る雨を

言います。最近では、突然発生することで予測が困難な短時間集

中豪雨、いわゆるゲリラ豪雨が頻繁に発生しています。 

集中豪雨は、短時間で大量の雨水が集まることにより、次のよ

うな場所で水害が発生しやすくなりますので、注意してください。
 

○ 地下室・地下街 
 地下にいると外の様子が分からないため、 

避難するのが遅れてしまう恐れがあります。 

 地下で浸水すると、水圧でドアが開かなく 

なったり、一気に水が流れ込むなど命にかか 

わる危険が潜んでいます。 

 

○ 低地の冠水 
 低地や道路が低くなっている箇所 

など水のたまりやすい場所での冠水 

は、自動車が立ち往生したり、水没 

するなどの被害が起きています。 

 

 

 

 
 

 

このような水害は、雨の降り始めからわずか 10 分ほどで起

こることがあります。 

集中豪雨から身を守るためには、テレビやインターネット等

で最新の気象情報を収集するよう心がけましょう。 

集中豪雨（ゲリラ豪雨）

○ 中 ・ 小河川の増水氾濫 

 都市の河川は急に増水し、流れが速

くなりさらに氾濫するおそれがありま

す。増水した河川には近づかないよう

にしてください。 

～ゲリラ豪雨の要因となる積乱雲が近づく兆し～ 
 

○ 真っ黒い雲が近づき、周囲が急に暗くなる。 

○ 雷鳴が聞こえたり、雷光が見える。 

○ ヒヤッとした冷たい風が吹く。 

○ 大粒の雨や「ひょう」が降り出す。



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

台風や集中豪雨の大雨に限らず、さほど強くない雨でも何日も

降り続いた場合には、水が土に染み込んで崩れやすくなります。

土砂災害警戒情報（※）が発表されたり、次のような前兆が少

しでも見られたら、すみやかに安全な場所に避難してください。
 

こんな前兆に注意！ 
 

○ 斜面がふくらんできている。 

○ 斜面に亀裂ができている。 

○ 雨水が斜面を流れてできた溝がある。 

○ 斜面の上や途中に浮いている石がある。 

○ 湧き水の量が増えたり濁ったりしている。 

○ 雨の日に小石がバラバラ落ちてくる。 
 

※土砂災害警戒情報とは？ 
大雨警報に加え、雨が降り続き、がけくずれ等の土砂災害の危険が高まったと

き、県と気象台が共同して発表する警戒情報です。 
 

 

 

 
 

 

 

命を守るためには、被害をイメージし、自らの危険を感じたら、

自主的に避難することが大切です。 

また、人命にかかわるような事態が予測される場合、川崎市か

ら次の情報が発信されます。テレビ、ラジオ、インターネット等

で情報を集めて、次の場合は安全な場所へ避難しましょう。 
 

○避難準備情報があったとき 

 →避難に時間を要する方が安全に避難するために出される情報です。お年寄りや

体の不自由な方は、情報に従って早めに避難してください。 

※その他の方は避難の準備を開始します。 
 

○避難勧告、避難指示があったとき 

→避難勧告は、避難することが必要なときに出される情報です。非常持出品を確

認し、区役所、警察署、消防署の指示に従って落ち着いて避難してください。

さらに緊急な場合は避難指示が出ます。その場合は至急避難してください。 

土砂災害に注意しましょう！ 

がけ崩れの前兆は･･･ 

風水害時の避難 



 

 

  

 
 

平成２２年１月２１日（木）正午から午後５時まで、宮前市民館におきまして、

防災について手軽に学べる「平成２１年度宮前区防災フェア」が宮前区まちづく

り協議会と宮前区の共催により開催されました。 

当日は平日にもかかわらず、約６００名の方にご来場いただき、盛況のうちに終

了することができました。 

来年度以降も、区民の皆様のご意見を取り入れながら、より充実した内容の防災

フェアにしていきたいと考えております。 

今後ともよろしくお願いいたします。 

防災展示・実演会場 

消防音楽隊による演奏 

 
カラーガード隊による演舞 

 
ぼうさい出前講座 防災シミュレーション講座  映画「1000 年の山古志」

～川崎市総合水防訓練のお知らせ～ 

平成２２年５月下旬頃、宮前区において平成２２年度川崎市 

総合水防訓練が開催されます。 

川崎市と宮前区役所、各関係機関、市民が連携し、風水害に 

よる被害の防止・軽減を目的とした各種の訓練を行います。 

 日時・場所・訓練内容等、詳細につきましては今後市政だよ 

り等でお知らせいたします。 
平 成 ２ １ 年 度 水 防 訓 練 の 様 子 （ 麻 生 区 で 開 催 ） 

問合せ先：856-3137（宮前区役所地域振興課）


